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部
落
解
放
同
盟
が
部
落
差
別
の
根
深
さ
厳

し
さ
の
表
れ
と
位
置
づ
け
て
い
た
、
福
岡
県

立
花
町
の
「
連
続
差
別
ハ
ガ
キ
事
件
」
の
犯

人
が
７
月
７
日
逮
捕
さ
れ
た
。

　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
被
害
者
と
さ
れ
て
い

た
Ａ
氏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
全
国
に
衝
撃
が

広
が
っ
た
。

　

事
件
の
概
要
は
、
平
成
15
年
12
月
か
ら
今

年
の
１
月
ま
で
に
合
計
44
通
の
匿
名
に
よ
る

差
別
的
内
容
の
ハ
ガ
キ
や
封
書
が
Ａ
氏
の
勤

務
す
る
立
花
町
や
関
係
機
関
に
送
ら
れ
た
も

の
。

　

Ａ
氏
は
、
平
成
14
年
に
立
花
町
の
嘱
託
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
警
察
の
取
り

調
べ
で
「
差
別
を
受
け
て
い
る
と
嘱
託
職
員

の
契
約
が
解
除
さ
れ
に
く
い
と
思
っ
た
」
と

採
用
の
継
続
が
目
的
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
一
報
を
聞
い
て
、
や
っ
ぱ
り
、
ま
た

か
と
い
う
思
い
と
、
非
常
に
強
い
怒
り
を
覚

え
た
。

　

部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に
活
動
し
て
い

る
団
体
の
会
員
が
、
部
落
差
別
を
ね
つ
造
す

る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

関
西
や
中
国
地
方
の
不
祥
事
に
つ
づ
き
、

今
度
は
九
州
で
の
不
祥
事
で
は
、
こ
の
不
祥

事
を
起
こ
し
て
い
る
団
体
に
、
何
ら
か
の
問

題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
組
織
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
い
出
直
し
て
も
ら
い
た

い
。 部

落
解
放
同
盟
員
が

　
　
　
　
　
　

部
落
差
別
を
ね
つ
造

　

部
落
解
放
同
盟
は
、
逮
捕
さ
れ
た
直
後
の

８
日
に
出
し
た
緊
急
声
明
で
は
、
長
時
間
に

わ
た
る
取
り
調
べ
で
自
白
し
た
と
し
て
、
い

か
に
も
「
冤
罪
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
内
容

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
盟
内
部
の
良
識
派

な
ど
か
ら
批
判
さ
れ
た
こ
と
で
、
７
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
福
岡
県
連
第
60
回
定
期
大
会

に
お
い
て
、「
第
１
次
見
解
と
お
詫
び
」
と
す

る
文
書
を
公
表
し
た
。

　

こ
の
文
書
で
は
、「
い
ま
だ
に
彼
は
拘
留
中

で
あ
り
、
事
件
の
全
容
、
真
相
が
解
明
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
の
組

織
の
総
括
を
含
め
た
『
最
終
見
解
』
は
後
日

明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
彼
が

自
作
自
演
で
あ
る
と
自
白
し
た
こ
と
、
そ
し

て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
与
え
る
影
響
は
は
か
り
し
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
現
段
階
で
は
、

自
作
自
演
し
た
可
能
性
は
極
め
て
強
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
ま
さ
に
解
放
運
動
に
対
す
る
重
大

な
背
信
行
為
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
自
作

自
演
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、「
今
回
の
問
題
を

厳
し
く
、
か
つ
重
た
く
、
真
摯
に
受
け
と
め
、

今
回
の
問
題
の
真
相
究
明
に
全
力
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
彼
の
行
為
を
見
抜
け
な
か
っ
た

私
ど
も
当
該
県
連
・
地
協
と
し
て
の
組
織
的

な
総
括
と
、
再
発
防
止
の
た
め
の
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
整
理
し
、
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
て
お
り
ま
す
」
と
組
織
ぐ
る

み
で
は
な
い
と
し
、「
今
回
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
個
人
を
生
み
出
し
た
組
織
的
弱
点
を

抉
り
出
し
な
が
ら
、
組
織
と
運
動
の
再
生
に

む
け
て
、
重
大
な
決
意
を
も
っ
て
臨
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

　

部
落
差
別
の
現
状
を
、
い
ま
だ
に
厳
し
く

根
深
い
も
の
が
あ
る
と
、
差
別
を
強
調
し
て

い
る
間
は
、
差
別
の
ね
つ
造
事
件
を
産
む
土

壌
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
、
再
発
の

防
止
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

平
成
21
年
度
幹
部
研
修
会
及
び
定
期
中
央
省
庁
要
請
行
動

　
　

日　

時　
　

11
月
19
・
20
日(

木
・
金)

　

午
後
２
時
よ
り

　
　

場　

所　
　

自
由
民
主
党
本
部
９
Ｆ　

９
０
１
号
室

　
　

要
請
省　
　

法
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
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組
織
委
員
会

　

組
織
委
員
会
（
委
員
長 

藤
本
周
一
）

で
は
、
加
入
が
保
留
に
な
っ
て
い
る
、
広

島
県
本
部
再
建
委
員
会
と
群
馬
県
人
権

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
員
か
ら
、
最
近
の
活

動
状
況
を
聞
く
た
め
、
６
月
12
日
午
後
１

時
か
ら
、
大
阪
市
内
の
「
大
阪
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
」
に
お
い
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

両
団
体
か
ら
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
の
結
果
、

一
部
の
委
員
か
ら
時

期
尚
早
と
の
意
見

も
あ
っ
た
が
、
賛

成
多
数
で
理
事
会

へ
加
入
を
認
め
る

こ
と
を
提
案
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

都
府
県
本
部
関
係

　

岐
阜
県
本
部
（
会
長 

橋
本
敏
春
）
で

は
、
第
28
回
大
会
を
５
月
15
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
岐
阜
市
内
の
「
岐
阜
会
館
」

に
１
２
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ぎ
ふ
人
権
文
化
研
究
所
主

宰
の
桑
原
律
さ
ん
が
、「『
普
遍
的
な
人
権

感
覚
』
を
は
ぐ
く
も
う
」
の
テ
ー
マ
で
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

　　

静
岡
県
・
人
権
地
域
改
善
推
進
会
（
会

長 

天
野　

一
・
県
議
会
議
員
）
で
は
、

第
12
回
総
会
を
５
月
31
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
静
岡
市
内
の
「
も
く
せ
い
会
館
」

に
１
２
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
吉
田
町
教
育
長
の
黒
田
和

夫
さ
ん
が
、「
身
近
な
人
権
」
の
テ
ー
マ

で
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　

東
京
都
本
部
（
会
長 

川
上
高
幸
）
で
は
、

平
成
21
年
度
大
会
を
６
月
19
日
午
後
１
時

か
ら
、
千
代
田
区
内
の
「
憲
政
記
念
館
」

に
５
０
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
作
家
の
宮
崎
学
さ
ん
と
、

平
河
秀
樹 

中
央
本
部
事
務
局
長
が
、「
同

和
運
動
の
今
後
を
占
う
」
の
テ
ー
マ
で
激

辛
対
談
を
行
っ
た
。

　

福
岡
県
本
部
（
会
長 

上
田
卓
雄
）
で
は
、

第
21
回
大
会
を
６
月
28
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
北
九
州
市
内
の
「
北
九
州
ハ
イ
ツ
」

に
２
５
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
平
河
秀
樹 

中
央
本
部
事

務
局
長
が
、「
今
後
の
運
動
の
方
向
性
に
つ

い
て
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　

大
阪
府
本
部
（
会
長 

阪
本
孝
義
）
で

は
、
第
23
回
大
会
を
７
月
11
日
午
後
１
時

か
ら
、
大
阪
市
内
の
「
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー

ナ
大
阪
」
に
１
３
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
住
民
参
加
と
人
権
の
街

づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
、C

A
S
E

ま
ち
づ

く
り
研
究
所
代
表
の
寺
川
政
司
さ
ん
が
記

念
講
演
を
行
っ
た

　

千
葉
県
本
部
（
会
長 

木
村
由
彦
）
で
は
、

平
成
21
年
度
大
会
を
７
月
12
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
柏
市
内
の
「
東
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
」
に
３
５
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
平
河
秀
樹 

中
央
本
部
事

務
局
長
が
、
「
同
和
団
体
の
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を

行
っ
た
。

　

京
都
府
本
部
（
会
長 

上
田
藤
兵
衛
）

で
は
、
第
24
回
大
会
を
７
月
18
日
午
後
２

時
か
ら
、
京
都
市
内
の
「
ル
ビ
ノ
京
都
堀

川
」
に
４
５
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　　

神
奈
川
県
本
部
（
会
長 

天
野
二
三
男
）

で
は
、
第
23
回
大
会
を
８
月
８
日
午
後
１

時
か
ら
、
小
田
原
市
内
の
「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
」
に
１
８
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
作
家
の
宮
崎
学
さ
ん
と
、

平
河
秀
樹 

中
央
本
部
事
務
局
長
が
、「
同

和
運
動
の
今
後
を
占
う
」
の
テ
ー
マ
で
激

辛
対
談
を
行
っ
た
。

　

京
都
懇
話
会
（
京
都
商
工
会
議
所
、
自

由
同
和
会
京
都
府
本
部
・
京
都
市
協
議
会

で
構
成
）
で
は
、
第
14
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー

を
８
月
25
日
午
後
３
時
か
ら
、
京
都
市
内

の
「
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
」
に
３
０
０

名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
立
命
館
大
学
教
授
の

リ
ム
ボ
ン
さ
ん
が
、「
歴
史
都
市
の
光
と
影
」

―
町
家
と
部
落
の
京
都
論―

の
テ
ー
マ
で

記
念
講
演
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
自
由
同
和
会
京

都
府
本
部
の
上
田
藤
兵
衞
会
長
と
京
都
市

協
議
会
の
渡
守
秀
治
議
長
が
加
わ
り
討
論

を
行
っ
た
。

今
後
の
予
定

　

10
月
２
日　
　

理
事
会
・
執
行
部
会　

　

10
月
26
日　
　

女
性
部
理
事
会　

　

10
月
26
日　
　

青
年
部
理
事
会

　

11
月
19
日　
　

幹
部
研
修
会

　

11
月
20
日　
　

中
央
省
庁
要
請
行
動

平
成
22
年

　

１
月　
　
　
　

理
事
会
・
執
行
部
会

全
隣
協
総
会
へ
出
席

　

全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
（
会
長 

中

尾
由
喜
雄
）
は
、
第
39
回
総
会
を
５
月
19

日
午
後
１
時
よ
り
都
内
の
「
虎
ノ
門
パ
ス

ト
ラ
ル
」
お
い
て
開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
、
平
河
秀
樹
中
央
本
部
事
務

局
長
が
出
席
し
、
共
闘
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

全
人
教
設
立
総
会
へ
出
席

　

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、
６
月

17
日
付
け
で
「
一
般
社
団
法
人　

全
国
人

権
教
育
研
究
協
議
会
」（
代
表
理
事 

石
村

榮
一
）
と
し
て
認
証
を
受
け
た
こ
と
に
伴

い
、
設
立
総
会
を
７
月
29
日
午
後
２
時
よ

り
大
津
市
内
の
「
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
開
催
し
た
。

　

総
会
へ
は
、
上
田
卓
雄 

中
央
本
部
会

長
と
平
河
秀
樹 

事
務
局
長
が
出
席
し
、

上
田
会
長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。 

ヒヤリングを行う組織委
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「立花町の差別ハガキ事件」について

自由同和会の声明

2009年  7 月1 5 日

　5 年間に渡って繰り返し送られてきた差別ハガキについて、やっと犯人と思われる人物が

逮捕されたが、逮捕された人物を知り、驚くとともに、大きな怒りを覚えた。

　逮捕された人物は、部落差別の被害者であるとされていた人物だからである。

　部落差別の被害者になることで、嘱託職員としての自分の身分を保身するために、犯行を

思いついたという。

　何と愚かな発想であろうか。

　自作自演であったことで、再び、部落差別が助長されることを非常に危惧するものである。

　福岡県及び立花町は、対策本部まで設置して、部落解放同盟と足並みを揃え、「部落差別は、

未だに根深く厳しい」ことの根拠として、この差別ハガキを取扱い、県民に繰り返し啓発を

行ってきた。

　また、小・中・高の学校でも、この差別ハガキを活用し、「部落差別は、未だに根深く厳しい」

と教えてきた。

　部落差別のねつ造、でっち上げた事象で県民を教育・啓発を行ってきたことは、県民をだ

ましたことになり、福岡県と部落解放同盟には、部落差別の解消にとって、深刻な事態を惹

起させたことへの重大な責任を自覚するとともに猛省を促したい。このことで、部落差別の

解消は、10年 は遅れるであろう。

　福岡県及び立花町、そして、部落解放同盟は、第一に県民に謝罪をすべきである。県民も

被害者であるが、私ども全国の同和関係者も同じく被害者である。

　部落解放同盟は、冤罪の可能性も否定できないとのニュアンスで緊急声明を出しているが、

福岡県や立花町は犯行が確定するまで待つことなく、同和地区への嫌悪感や差別が増幅・拡

大する前に早急に謝罪すべきである。

　私どもは、全国の各種調査から、同和地区は大きく改善されたことにより、実態的差別は

解消し、今や、心理的差別としての部落差別は完全に解消の過程にあり、現在の部落差別は、

「実態が伴わない過去の亡霊・幻想での差別」と位置付けている。

　「部落差別は、未だに根深く厳しい」とする根拠は、今や完全に崩れており、運動を存続

させるための論議であるが、特定の団体を偏重する歪な同和行政が今回の事態を招いたもの

で、透明性を確保した中での同和行政を終結のための見直しと、教育・啓発の内容の抜本的

見直しが、県民への最終的な謝罪になろう。

　今回の事案は、同和運動史に大きな汚点を残すことになると思われるが、以前、部落差別

のねつ造・でっち上げがばれ、部落解放同盟の支部長が自殺している。同じようにならぬよ

う祈りたい。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
崎　

学
（
み
や
ざ
き
・
ま
な
ぶ
）

　

１
９
４
５
年
、
京
都
府
生
ま
れ

　

早
稲
田
大
学
法
学
部
中
退

　

１
９
４
５
年
、
京
都
・
伏
見
の
ヤ
ク
ザ
、

寺
村
組
組
長
の
父
と
博
徒
の
娘
で
あ
る
母

の
間
に
生
ま
れ
る
。

　

早
稲
田
大
学
在
学
中
は
学
生
運
動
に
没

頭
し
、
共
産
党
系
ゲ
バ
ル
ト
部
隊
隊
長
と

し
て
名
を
馳
せ
る
。

　

『
週
刊
現
代
』（
講
談
社
）
記
者
を
経
て
、

家
業
の
解
体
業
を
兄
と
と
も
に
継
ぐ
が
倒

産
。

　

そ
の
後
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
で
は
「
キ

ツ
ネ
目
の
男
に
擬
さ
れ
、
重
要
参
考
人
Ｍ

と
し
て
警
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
る
が
、
事
件

は
２
０
０
０
年
２
月
13
日
に
時
効
を
迎
え

真
相
は
闇
に
消
え
た
。

　

１
９
９
６
年
10
月
、
自
身
の
半
生
を

綴
っ
た
『
突
破
者
』（
南
風
社
、
幻
冬
舎

ア
ウ
ト
ロ
ー
文
庫
）
で
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
英
語
版
『
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ａ　

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
』
も
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。

　

近
年
は
、
警
察
の
腐
敗
追
及
や
ア
ウ
ト

ロ
ー
の
世
界
を
主
な
テ
ー
マ
に
し
た
執
筆

活
動
を
続
け
て
い
る
。

（MIYAZAKI manabu

official website

）
よ
り

　
　

融
和
運
動
の
再
評
価　

６
話

土
着
の
社
会
改
良

　
　
　
　
　
　

福
留
幸
助
の
こ
と宮

崎　

学

　

水
平
社
内
部
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に

あ
っ
た
、
融
和
を
全
面
的
に
否
定
し
な
い

で
解
放
に
生
か
そ
う
と
す
る
動
き
を
再
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
回
ま

で
見
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
部
落

の
ま
っ
た
く
外
か
ら
始
ま
っ
た
融
和
運
動

に
つ
い
て
も
、
評
価
す
べ
き
も
の
が
あ
っ

た
。

　

明
治
時
代
に
監
獄
制
度
の
改
善
、
非
行

少
年
の
教
育
な
ど
の
社
会
事
業
に
先
駆
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
留
岡
幸

助
が
お
こ
な
っ
た
部
落
改
善
事
業
が
そ
の

一
例
で
あ
る
。
留
岡
は
若
い
と
き
に
キ
リ

ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
が
、
北
海

道
空
知
の
監
獄
で
教
誨
師
を
し
て
い
た

と
き
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
「
人
道
」
と

い
う
観
点
か
ら
部
落
問
題
に
目
を
向
け
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
頃
か
ら
政

府
が
地
方
改
良
運
動
の
一
環
と
し
て
部
落

改
善
政
策
に
着
手
す
る
と
、
こ
れ
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
の

だ
。

　

部
落
解
放
同
盟
な
ど
は
、
こ
う
し
た
留

岡
の
努
力
を
「
政
府
の
融
和
事
業
の
枠
を

超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
評
価
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な

い
。
確
か
に
、
こ
の
と
き
の
内
務
省
の
部

落
改
善
政
策
自
体
は
、
基
本
的
に
上
か
ら

恩
恵
を
施
し
て
部
落
を
て
な
ず
け
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
留
岡

は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
部
落
の
生
活
条
件

を
よ
く
し
て
い
き
な
が
ら
、
そ
の
な
か
で

部
落
民
の
自
覚
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図

を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
留
岡
が
水
平

社
創
立
直
後
に
「
私
は
水
平
運
動
を
起
こ

し
た
人
々
の
心
持
に
は
満
腔
の
賛
成
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
雑
誌
『
人
道
』

に
載
せ
た
「
水
平
運
動
」
と
い
う
題
の
文

書
に
書
い
て
い
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。

　

そ
の
文
書
の
な
か
で
、
留
岡
は
水
平
社

綱
領
の
「
部
落
民
自
身
の
運
動
に
よ
っ
て
」

に
賛
成
し
、
水
平
運
動
の
底
力
を
そ
こ
に

見
て
い
る
し
、「
人
間
性
の
原
理
に
覚
醒

し
人
類
最
高
の
完
成
に
向
か
っ
て
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
「
人
間
は
尊
貴
な
も
の
だ
」

と
い
う
主
張
を
見
て
、
大
い
に
感
動
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
も
と
づ

く
自
立
し
た
主
体
性
の
尊
重
を
戦
前
の
左

翼
は
「
観
念
的
」
と
し
て
排
除
し
た
の
だ
。

　

留
岡
は
単
な
る
観
念
論
者
で
は
な
か
っ

た
。
彼
は
水
平
社
の
解
放
運
動
を
精
神
運

動
と
し
て
必
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
一

方
で
、
部
落
改
善
運
動
を
物
質
運
動
と
し

て
こ
ち
ら
も
必
要
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
精
神
運
動
に
お
け
る
水
平
思
想

や
キ
リ
ス
ト
教
と
と
も
に
、
物
質
運
動
に

お
い
て
彼
が
立
脚
点
に
し
た
の
は
二
宮
尊

徳
の
思
想
だ
っ
た
。
尊
徳
の
思
想
は
イ
ン

テ
リ
の
抽
象
論
で
は
な
く
て
、
日
本
の
農

村
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
土
着
の
思
想

だ
っ
た
。そ
う
い
う
土
着
の
考
え
方
を
ま
っ

た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
左
翼
と
反
体
制

イ
ン
テ
リ
が
留
岡
を
評
価
で
き
な
か
っ
た

の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。だ
が
、こ
の「
土

着
の
社
会
改
良
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
そ

融
和
運
動
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
。

当
面
の
掲
載
予
定

「
融
和
運
動
の
再
評
価
」

１
話　

解
放
と
改
善　

１
８
５
号
に
掲
載

２
話　

全
国
水
平
社
と
南
梅
吉

１
８
６
号
に
掲
載

３
話　

任
侠
と
水
平
運
動

増
田
伊
三
郎
の
こ
と
１
８
７
号
に
掲
載

４
話　

任
侠
と
水
平
運
動

今
田
丑
松
の
こ
と　

１
８
８
号
に
掲
載

５
話　

階
級
的
水
平
運
動
の
弊
害

１
８
９
号
に
掲
載

６
話　

土
着
の
社
会
改
良

留
岡
幸
助
の
こ
と　
　
　

今
号
に
掲
載

７
話　

官
動
か
す　

三
好
伊
平
次
の
こ
と

１
９
１
号
に
掲
載
予
定

８
話　

自
彊
と
解
放　

岡
本
弥
の
こ
と

１
９
２
号
に
掲
載
予
定

宮
崎
学
さ
ん
の
長
期
連
載　

「
融
和
運
動
の
再
評
価
」


